
(57)【要約】

【課題】内視鏡制御装置の機能上、あるいは使用目的上

の安全性を保持するための回路が故障している場合に、

機器自体を動作させないようにする内視鏡制御装置を提

供する。

【解決手段】内視鏡制御装置は、内視鏡制御装置の機能

上あるいは使用目的上の安全を保持するための安全保持

回路２２と、内視鏡制御装置の動作を制御する制御部２

と、制御部２を起動させる起動部３とを有し、安全保持

回路２２は、制御部と起動部の少なくともいずれか１つ

と同一の装置内に形成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 内 視 鏡 制 御 装 置 の 機 能 上 あ る い は 使 用 目 的 上 の 安 全 を 保 持 す る た め の 安 全 保 持 手 段
と 、
　 前 記 内 視 鏡 制 御 装 置 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
　 該 制 御 手 段 を 起 動 さ せ る 起 動 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 安 全 保 持 手 段 は 、 前 記 制 御 手 段 と 前 記 起 動 手 段 の 少 な く と も い ず れ か １ つ と 同 一 の
装 置 内 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 同 一 の 装 置 は 、 １ チ ッ プ の 半 導 体 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視
鏡 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、 プ ロ グ ラ ム 可 能 な 論 理 回 路 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、 FPGAま た は CPLDで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 制 御
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 制 御 手 段 の 回 路 構 成 デ ー タ を 記 憶 し た 不 揮 発 性 記 憶 手 段 を 有 し 、
　 前 記 起 動 手 段 は 、 前 記 不 揮 発 性 記 憶 手 段 か ら 前 記 回 路 構 成 デ ー タ を 読 み 出 し て 、 前 記 制
御 手 段 に 書 き 込 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 制 御 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 安 全 保 持 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 制 御 装 置 に 異 常 が 発 生 し た と き に 、 前 記 内 視 鏡 制 御 装
置 内 の 回 路 の 出 力 信 号 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ つ に 記 載
の 内 視 鏡 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 回 路 は 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 内 視 鏡 制 御 装
置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 制 御 回 路 に 関 し 、 特 に 、 安 全 保 持 手 段 を 有 す る 内 視 鏡 制 御 回 路 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 内 視 鏡 装 置 が 、 医 療 分 野 及 び 工 業 分 野 で 広 く 利 用 さ れ て い る 。 内 視 鏡 の 挿 入
部 は 、 体 腔 内 、 細 径 管 内 等 に 挿 入 さ れ る 。 挿 入 部 に は 、 湾 曲 部 が 設 け ら れ て お り 、 ユ ー ザ
が 操 作 部 に お い て 湾 曲 操 作 を す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 が 体 腔 内 等 の 内 部 形 状 に 応 じ て 湾
曲 可 能 と な っ て い る 。 　
　 ま た 、 内 視 鏡 の 操 作 部 か ら 挿 入 部 の 先 端 部 に か け て 、 照 明 光 を 案 内 す る ラ イ ト ガ イ ド が
内 挿 さ れ て い る 。 さ ら に 、 被 写 体 か ら の 反 射 光 を 案 内 す る イ メ ー ジ ガ イ ド も 内 挿 さ れ て い
る 場 合 も あ る 。 操 作 部 に は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド を 通 し て 案 内 さ れ た 被 写 体 光 を 肉 眼 で 観 察 で
き る よ う に す る た め の 接 眼 部 と 、 ラ イ ト ガ イ ド に 所 定 の 照 明 光 を 入 射 さ せ る た め の 光 源 装
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置 の 接 続 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 別 な 種 類 の 内 視 鏡 で は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 固 体 撮 像 素 子 を 配 置 し 、 あ る い は 操 作 部 の イ
メ ー ジ ガ イ ド 端 に 固 体 撮 像 素 子 を 配 置 し て 、 ラ イ ト ガ イ ド か ら 投 射 さ れ た 照 明 光 を 反 射 し
た 被 写 体 光 を 固 体 撮 像 素 子 で 撮 像 し て 画 像 信 号 を 生 成 し 、 そ の 画 像 信 号 に 基 づ い て モ ニ タ
に 被 写 体 の 画 像 を 表 示 す る 電 子 内 視 鏡 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 例 え ば 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 用 い た 場 合 に お け る マ
イ ク ロ プ ロ セ ッ サ の 誤 動 作 に 対 し て 、 制 御 対 象 機 器 の 動 作 を 安 全 な 状 態 に す る 回 路 に 関 す
る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ４ ０ ０ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 制 御 対 象 機 器 の 動 作 を 安 全 な 状 態 に す る 回 路 が 故 障 し て い て も 、 医 療 機 器 自 体
は 動 作 す る 。 そ の た め 、 そ の よ う な 回 路 が 故 障 し て い て も 、 ユ ー ザ が 気 付 か ず に そ の ま ま
使 用 を 開 始 し 、 継 続 す る こ と が で き る が 、 そ の よ う な 誤 動 作 等 の 問 題 が 生 じ る と 、 そ の 安
全 な 状 態 に す る 回 路 が 動 作 し な い の で 、 そ の 医 療 機 器 の 使 用 は 、 継 続 し て で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 光 源 装 置 に お け る そ の よ う な 回 路 は 、 医 療 機 器 に 故 障 が 発 生 し て も 、 観 察 が 継
続 で き る よ う に 、 観 察 を 継 続 す る こ と に お い て は 安 全 な 状 態 で あ る 、 ラ ン プ が 点 灯 し て い
る と い う 状 態 を 維 持 す る よ う に 働 く 。 し か し 、 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 に お い て そ の よ う な
回 路 が 故 障 し て い る 状 態 で も 、 ユ ー ザ は 内 視 鏡 に よ る 観 察 を 開 始 す る こ と が で き る が 、 観
察 中 に 光 源 装 置 に 異 常 が 発 生 し て も 、 そ の 回 路 は 動 作 し な い 。 よ っ て 、 観 察 を 継 続 す る こ
と に お い て は 安 全 な 状 態 で は な い 、 光 源 装 置 の ラ ン プ の 消 灯 状 態 が 生 じ 、 ユ ー ザ は 内 視 鏡
を 使 用 し た 観 察 を 継 続 し て で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の よ う な 内 視 鏡 制 御 装
置 の 機 能 上 、 あ る い は 使 用 目 的 上 の 安 全 性 を 保 持 す る た め の 回 路 が 故 障 し て い る 場 合 に 、
機 器 自 体 を 動 作 さ せ な い よ う に す る 内 視 鏡 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 制 御 装 置 は 、 内 視 鏡 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 装 置 の 機 能 上 あ る い
は 使 用 目 的 上 の 安 全 を 保 持 す る た め の 安 全 保 持 手 段 と 、 前 記 内 視 鏡 制 御 装 置 の 動 作 を 制 御
す る 制 御 手 段 と 、 該 制 御 手 段 を 起 動 さ せ る 起 動 手 段 と を 有 し 、 前 記 安 全 保 持 手 段 は 、 前 記
制 御 手 段 と 前 記 起 動 手 段 の 少 な く と も い ず れ か １ つ と 同 一 の 装 置 内 に 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 安 全 保 持 手 段 が 異 常 な 場 合 、 機 器 自 体 が 起 動 し な い 。 よ っ て 、 術 者 が 内 視 鏡 を 用 い た 観
察 、 処 置 等 を 行 っ て い る と き に 、 安 全 保 持 手 段 が 動 作 し な い と い う こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 以 下 の 実 施 の 形 態 で は 、 医 療 機 器
と し て 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 の ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 動 作 に 係 わ る 回 路 を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 図 １ は 、 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 １ の 構 成 の 一 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 光 源 装 置 １ は
、 医 療 機 器 の １ つ で あ り 、 内 視 鏡 制 御 装 置 の 一 部 を 構 成 す る 。 光 源 装 置 １ は 、 一 般 に 、 ラ
ン プ 、 フ ィ ル タ 、 絞 り な ど の 種 々 の 構 成 要 素 を 含 む が 、 こ こ で は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め
に 、 主 と し て ラ ン プ の 点 灯 制 御 に 係 わ る 回 路 の 部 分 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 光 源 装 置 １ は 、 制 御 部 ２ 、 起 動 部 ３ 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ 及 び ク ロ ッ ク 発 生 部 ５ を 含 む 。
光 源 装 置 １ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 と し て の 制 御 部 ２ は 、 1チ ッ プ の 半 導 体 装 置 で あ る F
PGA（ Field Programmable Gate Array） に よ り 実 現 さ れ て い る 。 後 述 す る よ う に 、 制 御 部
２ の FPGAの 内 部 に は 、 中 央 処 理 装 置 （ 以 下 、 CPUと い う ） １ １ と 、 シ リ ア ル ／ パ ラ レ ル 回
路 、 ブ ザ ー 制 御 等 を 行 う CPU１ １ の 周 辺 回 路 と が 含 ま れ る 。 制 御 部 ２ に は 、 不 揮 発 性 記 憶
手 段 で あ る 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら 読 み 出 さ れ た コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ が 書 き 込 ま
れ る 。 制 御 部 ２ は 、 い わ ゆ る Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で あ り 、 電 源 が 切 れ る と 、 記 憶 さ れ た デ ー タ は
消 去 さ れ る 。 記 憶 部 １ ２ は 、 CPU１ １ が 動 作 す る た め に 必 要 な メ モ リ 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 制 御 部 ２ は 、 起 動 部 ３ に よ っ て 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ が 書 き 込 ま れ る こ と に
よ っ て 、 内 部 に 各 種 機 能 実 行 部 が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 光 源 装 置 １ は 、 起 動 後 に 自 動 的 に ラ ン プ を 点 灯 す る 自 動 点 灯 モ ー ド と 、 起 動 後 に
ラ ン プ ボ タ ン の 押 し 下 げ に よ っ て ラ ン プ が 点 灯 す る 手 動 点 灯 モ ー ド を 有 す る 。 自 動 点 灯 モ
ー ド で あ る か 手 動 点 灯 モ ー ド で あ る か に か か わ ら ず 、 ラ ン プ 点 灯 す る 際 に 、 ラ ン プ の 断 線
、 固 着 等 の ス テ ー タ ス 信 号 が 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ か ら 制 御 部 ２ の CPU１ １ に 入 力 さ れ る が
、 ス テ ー タ ス 信 号 が 安 定 す る ま で い く ら か の 時 間 を 要 す る の で 、 こ こ で は 、 光 源 装 置 １ は
、 ラ ン プ ボ タ ン の 押 し 下 げ か ら ス テ ー タ ス 信 号 の 安 定 ま で の 間 は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル の あ る
LEDは 点 滅 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 ま た 、 光 源 装 置 １ は 、 外 部 機 器 と 接 続 さ れ 、 そ の 外 部 機 器 と 連 動 し た 動 作 も 行
う 。 ユ ー ザ が 外 部 機 器 あ る い は 光 源 装 置 １ を 操 作 し た 際 に 、 外 部 機 器 と 光 源 装 置 １ の 両 方
か ら 操 作 音 が 発 せ ら れ る と 、 ユ ー ザ は 困 惑 す る 虞 が あ る 。 そ こ で 、 こ こ で は 、 光 源 装 置 １
が 外 部 機 器 と 接 続 さ れ て い る 場 合 に 操 作 が 行 わ れ た と き は 、 外 部 機 器 と 光 源 装 置 １ の い ず
れ か の 操 作 音 は 発 せ ら れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 内 部 に 各 種 機 能 実 行 部 が 構 築 さ れ た 制 御 部 ２ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
FPGAで あ る 制 御 部 ２ は 、 内 部 に 書 き 込 ま れ た コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ に よ り 構 築 さ
れ た 、 CPU１ １ と 、 そ の CPU１ １ に 接 続 さ れ た 各 種 周 辺 回 路 を 含 む 。 こ こ で は 、 周 辺 回 路 と
し て 、 シ リ ア ル ／ パ ラ レ ル 変 換 器 １ ３ 、 キ ー デ コ ー ダ １ ４ 、 ラ ン プ 状 態 検 知 回 路 １ ５ 、 分
周 器 １ ６ 、 パ ラ レ ル ／ シ リ ア ル 変 換 器 １ ７ 、 ポ ン プ 制 御 回 路 １ ８ 及 び ブ ザ ー 制 御 回 路 １ ９
が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 CPU１ １ は 、 外 部 機 器 と 通 信 を 行 う た め の 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー
ス 回 路 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 制 御 部 ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 FPGAと い う １ チ ッ プ の 半 導 体 装 置 で あ り 、 不 揮 発 性 メ モ
リ ４ に 記 憶 さ れ た コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ に 基 づ い て 、 内 部 構 成 が 決 定 さ れ る 。 制
御 部 ２ は 、 電 源 が 供 給 さ れ て 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ が 書 き 込 ま れ る こ と に よ っ
て 、 内 部 に 、 図 ２ に 示 す CPU１ １ 、 シ リ ア ル ／ パ ラ レ ル 変 換 器 １ ３ 等 の 各 種 回 路 を 構 築 す
る 。 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ は 、 FPGAの 制 御 部 ２ の 内 部 回 路 構 成 を 決 定 す る 内 部 回
路 構 成 デ ー タ で あ る 。 こ こ で は 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ は 、 制 御 部 ２ と な る FPGA
の 内 部 に 、 CPU１ １ と そ の 各 種 周 辺 回 路 を 構 成 す る た め の 回 路 構 成 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ５ か ら の ク ロ ッ ク 信 号 CLKが 、 CPU１ １ に 供 給 さ れ 、 さ
ら に 分 周 器 １ ６ に よ っ て 、 所 定 の 周 期 の パ ル ス に な る よ う に 分 周 さ れ る 。 分 周 さ れ た ク ロ
ッ ク は 、 周 辺 回 路 に 、 こ こ で は 、 キ ー デ コ ー ダ １ ４ 、 ラ ン プ 状 態 検 知 回 路 １ ５ 、 パ ラ レ ル
／ シ リ ア ル 変 換 器 １ ７ 、 ポ ン プ 制 御 回 路 １ ８ 及 び ブ ザ ー 制 御 回 路 １ ９ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 制 御 部 ２ を 起 動 さ せ る 起 動 手 段 で あ る 起 動 部 ３ は 、 １ チ ッ プ の 半 導 体 装 置 で あ る
CPLD（ Complex Programmable Logic Device） に よ り 実 現 さ れ て い る 。 起 動 部 ３ は 、 コ ン
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フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ と ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ を CPLD内 に 一 体 と し て 含 む 。 　
　 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら 所 定 の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ
ョ ン デ ー タ を 読 み 出 し 、 制 御 部 ２ に シ リ ア ル デ ー タ と し て そ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ
ー タ を 書 き 込 む 。 具 体 的 に は 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ と
制 御 部 ２ と は 、 ア ド レ ス バ ス 、 デ ー タ バ ス 及 び 制 御 信 号 線 に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 今 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 デ ー タ 線 、 デ ー タ 転 送 用 ク ロ ッ ク 信 号 線 、 及 び
ス テ ー タ ス 信 号 線 に よ っ て 、 制 御 部 ２ と 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ
ン 回 路 ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 読 み 出 し て 、 制 御
部 ２ に 書 き 込 む よ う に 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 制 御 部 ２ か ら の ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 を 所 定 の 信 号 線
を 介 し て 受 信 し て 、 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 に 応 じ て ラ ン プ を 含 む ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ に ラ ン プ
点 灯 制 御 信 号 を 出 力 す る 。 こ の ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 制 御 部 ２ の CPU１ １ が 暴 走 し
、 あ る い は CPU１ １ に リ セ ッ ト 信 号 が 誤 っ て 入 力 さ れ た 場 合 で も 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 と い
う 機 能 あ る い は 使 用 目 的 上 の 安 全 性 の 保 持 あ る い は 確 保 の た め に 、 ラ ン プ の 点 灯 状 態 を 維
持 す る 機 能 を 実 現 す る 安 全 保 持 回 路 を 含 む 。 す な わ ち 、 安 全 保 持 手 段 と し て の 安 全 保 持 回
路 は 、 正 常 に 動 作 し て い る と き 、 制 御 部 ２ か ら の ラ ン プ 消 灯 指 示 信 号 を 受 信 す る と 、 後 述
す る 所 定 の 確 認 動 作 を 行 い 、 ラ ン プ 消 灯 指 示 信 号 が 正 常 に 発 せ ら れ た こ と が 確 認 さ れ た 後
に 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ へ ラ ン プ 消 灯 制 御 信 号 を 出 力 す る 、 と い う 安 全 性 を 保 持 す る 機 能 を
実 行 す る 。 　
　 起 動 部 ３ は 、 CPLDで 実 現 さ れ て い る の で 、 そ の 安 全 性 の 保 持 を す る 回 路 を 有 す る ラ ン プ
点 灯 制 御 回 路 ２ ２ も 、 １ チ ッ プ の 半 導 体 装 置 上 の ロ ジ ッ ク 回 路 の 接 続 に よ り 実 現 し て い る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 FPGAも CPLDは 、 い ず れ も プ ロ グ ラ ム 可 能 な 論 理 回 路 を 含 む 装 置 で あ る が 、 よ り 正
確 に は 、 FPGAが フ ィ ー ル ド で プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な ゲ ー ト ア レ イ で あ り 、 CPLDは 、 PLDよ
り も ゲ ー ト 規 模 が 大 き い プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な ロ ジ ッ ク ICチ ッ プ で あ る 。 PLDは 、 内 部 に
予 め ANDゲ ー ト 、 ORゲ ー ト 等 を 設 け て お き 、 そ れ ら の 内 部 接 続 を 電 気 的 に 変 更 す る こ と に
よ っ て 、 所 望 の 論 理 を 実 現 す る デ ジ タ ル ICチ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 は 、 光 源 装 置 １ の 一 部 の 機 能 の 説 明 で あ る が 、 内 視 鏡 装 置 の 一 部 と し て 機 能 す る 光
源 装 置 １ は 、 内 視 鏡 を 操 作 す る 術 者 に よ る 各 種 操 作 に 応 じ て 、 ラ ン プ の 点 灯 及 び 消 灯 だ け
で な く 、 フ ィ ル タ 、 絞 り 等 々 の 制 御 も 実 行 す る 。 例 え ば 、 光 源 装 置 １ に は 、 あ る 所 定 の 周
波 数 領 域 の 光 の み を 透 過 す る 特 殊 光 フ ィ ル タ を 照 明 光 の 光 軸 上 に 配 置 し 、 通 常 光 で は 見 る
こ と が で き な い 部 位 の 観 察 を で き る よ う に し た り 、 出 荷 先 あ る い は 接 続 さ れ る 内 視 鏡 に 応
じ て 全 体 的 な 光 量 を 落 と す た め の 減 光 メ ッ シ ュ を 光 軸 上 に 配 置 し て い る 。 特 殊 光 フ ィ ル タ
に よ り 全 体 的 に 光 量 が 不 足 す る と 、 照 明 中 に 内 視 鏡 の 熱 傷 を 防 ぐ た め に そ の 減 光 メ ッ シ ュ
の 透 過 率 を 偏 光 す る 等 の 制 御 も 行 う 。 従 っ て 、 光 源 装 置 １ は 、 各 種 機 能 に 応 じ た 各 種 制 御
を 実 行 し 、 各 種 制 御 時 、 制 御 部 ２ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら の 必 要 な 各 種 デ ー タ 等 を 読 み
出 し 、 そ の デ ー タ を 用 い て 所 定 の 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に か か る 光 源 装 置 １ の 動 作 を 説 明 す る 。 ま ず 、 正 常 時 の 場 合 の 動 作 を 説 明 す
る 。 　
　 光 源 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 ま ず 、 起 動 部 ３ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １
は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 読 み 込 む 。 そ し て 、 コ ン フ ィ
ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 読 み 込 ん だ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を シ リ ア ル 信 号 で
デ ー タ 転 送 用 ク ロ ッ ク CLK信 号 に 基 づ い て 、 デ ー タ 線 を 介 し て 制 御 部 ２ へ 送 信 す る 。 制 御
部 ２ は 、 FPGAで あ る の で 、 書 き 込 ま れ た コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ に 基 づ い て 、 内 部
に 、 図 ２ に 示 す よ う な CPU１ １ と 各 種 周 辺 回 路 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 CPU１ １ が 制 御 部 ２ の 内 部 に 構 築 さ れ た 後 に 、 CPU１ １ は イ ニ シ ャ ラ イ ズ 処 理 を 実 行 し 、
制 御 部 ２ は 、 所 定 の 各 種 機 能 を 実 行 す る 。 　
　 CPU１ １ は 、 光 源 装 置 １ の 図 示 し な い フ ロ ン ト パ ネ ル の ス イ ッ チ 状 態 を 監 視 す る 。 フ ロ
ン ト パ ネ ル の ラ ン プ ス イ ッ チ が オ ン さ れ た こ と が キ ー デ コ ー ダ １ ４ を 介 し て 検 知 さ れ る と
、 CPU１ １ は 、 起 動 部 ２ 内 の ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ に 対 し て 点 灯 指 示 信 号 を 出 力 す る 。
ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 を 受 信 す る と 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ に 対 し
て ラ ン プ 点 灯 制 御 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 ラ ン プ の 点 灯 中 に 、 CPU１ １ が 暴 走 し 、
あ る い は CPU１ １ へ リ セ ッ ト 信 号 が 誤 っ て 入 力 さ れ た 、 あ る い は CPU１ １ に ノ イ ズ 信 号 が 入
力 さ れ た 、 等 々 の 場 合 に 、 ラ ン プ の 点 灯 を 維 持 し 継 続 す る た め の 安 全 保 持 回 路 が 含 ま れ て
い る 。 上 述 し た よ う に 、 安 全 保 持 回 路 は 、 CPLDの 機 能 の 一 部 と し て 、 起 動 部 ３ 内 に 構 築 さ
れ て い る 。 よ っ て 、 例 え ば 、 内 視 鏡 を 用 い て 医 療 上 の 処 置 を 行 っ て い る と き に 、 CPU１ １
の 暴 走 な ど が あ っ て も 、 ラ ン プ が 消 灯 す る よ う な こ と が な い よ う に 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路
２ ２ は 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 安 全 保 持 回 路 は 、 例 え ば 、 ラ ン プ 消 灯 指 示 信 号 を 受 信 す る と 、 CPU１ １ と 所 定 の 通 信 を
行 い 、 そ の 通 信 が 正 常 に 行 わ れ 、 正 常 に 終 了 し た か に よ っ て 、 CPU１ １ が 正 常 動 作 し て い
る か 否 か の 判 断 を 行 う 。 そ し て 、 CPU１ １ と の 所 定 の 通 信 が 正 常 に 終 了 し な い と き は 、 CPU
１ １ が 正 常 動 作 し て い な い と し て 、 ラ ン プ の 消 灯 を 行 う た め の ラ ン プ 制 御 信 号 を ラ ン プ ユ
ニ ッ ト ６ に 出 力 し な い 。 そ し て 、 安 全 保 持 回 路 は 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ の 出 力 信 号 を
点 灯 状 態 の ま ま 保 持 す る 。 そ の 結 果 、 内 視 鏡 を 用 い て 医 療 上 の 観 察 、 あ る い は 処 置 を 行 っ
て い る と き に 、 CPU１ １ の 暴 走 等 が あ っ て も 、 ラ ン プ が 消 灯 す る こ と は な い の で 、 術 者 は
、 そ の 観 察 等 を 継 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 所 定 の 通 信 は 、 例 え ば 、 安 全 保 持 回 路 か ら CPU１ １ に 対 し て 所 定 の デ ー タ の 送 信 要 求 を
複 数 回 出 力 し 、 安 全 保 持 回 路 に お い て 所 定 の デ ー タ を そ の 複 数 回 全 て に お い て 受 信 す る と
い う 通 信 で あ る 。 安 全 保 持 回 路 は 、 所 定 の デ ー タ を そ の 複 数 回 全 て に お い て 受 信 で き な け
れ ば 、 ラ ン プ の 消 灯 を 行 う ラ ン プ 消 灯 制 御 信 号 の 出 力 を 禁 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 安 全 保 持 回 路 に お け る 、 安 全 性 の 保 持 の た め の 確 認 処 理 方 法 は 、 上 述 し た 通 信 に
よ る 方 法 に 限 ら ず 、 他 の 方 法 、 あ る い は 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 安 全 保 持 回 路 が 故 障 し て い る と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 上 述 し た よ う に 、 光 源 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 ま ず 、 起 動 部 ３ の コ ン フ ィ ギ ュ レ
ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 読 み 込 む 。
し か し 、 起 動 部 ３ を 構 成 す る CPLDの 半 導 体 装 置 が 何 ら か の 原 因 で 破 壊 等 さ れ て い る と 、 安
全 保 持 回 路 も 壊 れ て 故 障 し て い る こ と に な り 、 同 時 に CPLDで 構 成 さ れ た コ ン フ ィ ギ ュ レ ー
シ ョ ン 回 路 ２ １ も 壊 れ て 動 作 し な い 。 そ の 結 果 、 光 源 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ て も 、 制 御
部 ２ の CPU１ １ は 構 築 さ れ な い の で 、 光 源 装 置 １ は 立 ち 上 が ら な い 。 よ っ て 、 ユ ー ザ で あ
る 術 者 は 、 壊 れ た 安 全 保 持 回 路 を 利 用 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 す な わ ち 、 起 動 部 ３ の CPLDと い う 半 導 体 装 置 に 安 全 保 持 回 路 を 含 め た の で 、 安 全 保 持 回
路 が 、 例 え ば 壊 れ て 故 障 し て い る と き は 、 同 じ 起 動 部 ３ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２
１ も 故 障 し て 動 作 し な い の で 、 制 御 部 ２ が 構 築 さ れ な い 。 言 い 換 え れ ば 、 安 全 保 持 回 路 が
、 起 動 部 ３ と 同 一 の 装 置 内 に 形 成 し た の で 、 そ の 装 置 が 壊 れ て い れ ば 、 制 御 部 ２ が 構 築 さ
れ な い よ う に な っ て い る 。 よ っ て 、 術 者 等 の ユ ー ザ は 、 電 源 投 入 時 に 、 す な わ ち 医 療 処 置
等 を す る 前 に 、 医 療 機 器 で あ る 光 源 装 置 １ に 異 常 が あ る こ と を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 上 述 し た 例 で は 、 起 動 部 ３ は 、 CPLDで 構 成 さ れ て い る が 、 FPGAで 構 成 し て も よ い
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。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た 起 動 部 ３ が 正 常 に 起 動 し て 制 御 部 ２ の CPU１ １ 等 が 正 常 に 構 築 さ れ た 場
合 で も 、 制 御 部 ２ の 各 種 機 能 の 実 行 を 開 始 す る 前 に 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ か ら 制 御 部
２ の CPU１ １ に 起 動 許 可 信 号 を 供 給 す る よ う に し て も よ い 。 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、
電 源 が 供 給 さ れ て 正 常 に 起 動 す る と 、 そ の 起 動 後 所 定 時 間 だ け 経 過 し た 後 、 CPU１ １ に 起
動 許 可 信 号 を 供 給 す る 。 こ の 起 動 許 可 信 号 は 、 例 え ば 、 CPU１ １ の リ セ ッ ト 信 号 の 入 力 端
に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 結 果 、 CPU１ １ を 含 む 制 御 部 ２ が コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ に よ っ て 正 常 に
構 築 さ れ た 後 に 、 安 全 保 持 回 路 を 含 む ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ が 正 常 に 動 作 し て 、 所 定 の
信 号 と し て 、 起 動 許 可 信 号 を CPU１ １ に 供 給 さ れ な い と 、 CPU起 動 許 可 信 号 が 入 力 さ れ ず 、
CPU１ １ の リ セ ッ ト は 解 除 さ れ な い の で 、 光 源 装 置 １ は 起 動 さ れ な い 。 逆 に 、 起 動 許 可 信
号 が CPU１ １ に 供 給 さ れ る と 、 CPU起 動 許 可 信 号 が 入 力 さ れ て 、 CPU１ １ の リ セ ッ ト は 解 除
さ れ 、 光 源 装 置 １ は 起 動 す る 。 　
　 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 安 全 保 持 回 路 の ダ ブ ル チ ェ ッ ク を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 光 源 装 置 １ ａ の 構 成 の 一 部 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 図 ４ は 、 内 部 に 各 種 機 能 実 行 部 が 構 築 さ れ た 制 御 部 ２ ａ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ が 、 起 動 部 ３ ａ で は な く 、 FPGAの 制 御 部 ２ ａ
内 に CPU１ １ と 一 体 と し て 含 ま れ る よ う に し た 点 が 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 構 成 と 異 な る 点
で あ る 。 従 っ て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ は 、 制 御 部 ２ ａ 内 の ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ か ら の ラ
ン プ 点 灯 制 御 信 号 に よ っ て 点 灯 と 消 灯 の 制 御 が さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に か か る 光 源 装 置 １ ａ の 動 作 を 説 明 す る 。 　
　 光 源 装 置 １ ａ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 ま ず 、 起 動 部 ３ ａ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路
２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 読 み 込 む 。 そ し て 、 コ ン
フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 読 み 込 ん だ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 制 御 部 ２ ａ
へ 送 信 す る 。 制 御 部 ２ ａ は 、 FPGAで あ る の で 、 正 常 で あ れ ば 、 書 き 込 ま れ た コ ン フ ィ ギ ュ
レ ー シ ョ ン デ ー タ に 基 づ い て 、 内 部 に 、 図 ４ に 示 す よ う な CPU１ １ と 各 種 周 辺 回 路 を 構 築
す る 。 CPU１ １ が 制 御 部 ２ ａ の 内 部 に 構 築 さ れ た 後 に 、 CPU１ １ は イ ニ シ ャ ラ イ ズ 処 理 を 実
行 し 、 制 御 部 ２ ａ は 、 所 定 の 各 種 機 能 を 実 行 す る 。 　
　 CPU１ １ は 、 制 御 部 ２ ａ 内 の ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ に 対 し て 点 灯 指 示 信 号 を 出 力 す る
。 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 を 受 信 す る と 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ に 対
し て ラ ン プ 点 灯 制 御 信 号 を 出 力 す る 。 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ は 、 安 全 保 持 回 路 を 含 む 。
上 述 し た よ う に 、 安 全 保 持 回 路 は 、 FPGAの 機 能 の 一 部 と し て 、 制 御 部 ２ ａ 内 に 構 築 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 光 源 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 ま ず 、 起 動 部 ３ の コ ン フ ィ ギ ュ レ
ー シ ョ ン 回 路 ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ４ か ら コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 読 み 込 む 。
し か し 、 制 御 部 ２ ａ を 構 成 す る FPGAの 半 導 体 装 置 が 何 ら か の 原 因 で 破 壊 等 さ れ て い る と 、
安 全 保 持 回 路 も 壊 れ て 故 障 し て い る こ と に な り 、 同 時 に FPGAで 構 成 さ れ た CPU１ １ も 壊 れ
て 動 作 し な い 。 そ の 結 果 、 光 源 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ て も 、 制 御 部 ２ の CPU１ １ は 構 築
さ れ な い の で 、 光 源 装 置 １ は 立 ち 上 が ら な い 。 よ っ て 、 ユ ー ザ で あ る 術 者 は 、 壊 れ た 安 全
保 持 回 路 を 利 用 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 す な わ ち 、 制 御 部 ２ ａ の FPGAと い う 半 導 体 装 置 に 安 全 保 持 回 路 を 含 め た の で 、 安 全 保 持
回 路 が 、 例 え ば 壊 れ て 故 障 し て い る と き は 、 同 じ 制 御 部 ２ ａ の CPU１ １ も 構 築 さ れ ず 、 動
作 し な い 。 言 い 換 え れ ば 、 安 全 保 持 回 路 が 、 制 御 部 ２ ａ と 同 一 の 装 置 内 に 形 成 さ れ て い る
の で 、 そ の 装 置 が 壊 れ て い れ ば 、 制 御 部 ２ ａ が 動 作 さ れ な い よ う に な っ て い る 。 よ っ て 、
術 者 等 の ユ ー ザ は 、 電 源 投 入 時 に 、 す な わ ち 医 療 処 置 等 を す る 前 に 、 医 療 機 器 で あ る 光 源
装 置 １ に 異 常 が あ る こ と を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た 例 で は 、 起 動 部 ３ ａ は 、 CPLDで 構 成 さ れ て い る が 、 FPGAで 構 成 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 と こ ろ で 、 安 全 保 持 回 路 が 異 常 で あ る と き に 、 光 源 装 置 の CPUを 起 動 さ せ な い よ う に す
る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 上 述 し た よ う に 、 光 源 装 置 の 安 全 保 持 回 路 に 異 常 が あ る と き で あ っ て も 、 光 源 装 置 が 一
旦 起 動 あ る い は 動 作 し て し ま う と 、 そ の 後 に 安 全 保 持 回 路 が 機 能 す べ き と き に 機 能 し な い
の で 、 ユ ー ザ は 使 用 中 に 観 察 等 を 継 続 し て 行 う こ と が で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で 、 安 全 保 持 回 路 が 異 常 で あ る と き は 、 CPUが 壊 れ て い な く て も 、 CPUが 起 動 し な い
よ う に し た 。 図 ５ は 、 安 全 保 持 回 路 が 異 常 で あ る と き は 、 CPUが 壊 れ て い な く て も 、 CPUが
起 動 し な い よ う に し た 構 成 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 安 全 保 持 回 路 を 有 す る ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ は 、 CPU１ １ ａ か
ら 、 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 を 受 信 す る と 、 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 に 応 じ て 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回
路 ２ ２ ａ は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト ６ ａ に 対 し て ラ ン プ 点 灯 制 御 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 光 源 装 置 で は 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ は 、 CPU１ １ ａ に 起 動 許 可 信 号 を 供
給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 特 に 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ は 、 そ の 起 動 許 可 信 号 を
、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ が 正 常 に 起 動 し た 後 に 、 CPU１ １ ａ へ 供 給 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 こ こ で は 、 起 動 許 可 信 号 は 、 CPU１ １ ａ の リ セ ッ ト 信 号 の 入 力 端 に 供 給 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す な わ ち 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ は 、 電 源 が 供 給 さ れ て 正 常 に 起 動 し た 場 合 、 そ の
起 動 後 所 定 時 間 だ け 経 過 し た 後 、 CPU１ １ ａ に 、 リ セ ッ ト 解 除 信 号 と し て の 起 動 許 可 信 号
を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 結 果 、 ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 ２ ２ ａ は 、 正 常 に 動 作 し て 、 所 定 の 信 号 と し て 、 起 動 許
可 信 号 を CPU１ １ に 供 給 し な い と 、 CPU１ １ の リ セ ッ ト は 解 除 さ れ な い の で 、 CPU１ １ ａ は
起 動 し な い 。 逆 に 、 起 動 許 可 信 号 が CPU１ １ に 供 給 さ れ る と 、 CPU起 動 許 可 信 号 が 入 力 さ れ
て 、 CPU１ １ の リ セ ッ ト は 解 除 さ れ 、 CPU１ １ ａ は 起 動 す る 。 　
　 こ の よ う な 構 成 に す れ ば 、 安 全 保 持 回 路 に 異 常 が あ れ ば 、 CPU１ １ ａ は 起 動 し な い の で
、 ユ ー ザ は 、 電 源 投 入 時 に 、 す な わ ち 医 療 処 置 等 を す る 前 に 、 医 療 機 器 で あ る 光 源 装 置 に
異 常 が あ る こ と を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 以 上 は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 光 源 装 置 の ラ ン プ 点 灯 制 御 回 路 の 安 全 保 持 回
路 の 例 を 説 明 し た が 、 光 源 装 置 の 他 の 回 路 、 例 え ば 、 送 気 ／ 送 水 ポ ン プ 制 御 回 路 の 安 全 保
持 回 路 等 に も 、 本 実 施 の 形 態 の 構 成 は 適 用 す る こ と が で き る 。 送 気 ／ 送 水 ポ ン プ 制 御 回 路
に も 本 実 施 の 形 態 の 構 成 を 適 用 し た 場 合 、 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 に お い て 、 異 常 が あ っ て
も 体 内 に 送 気 す る ポ ン プ の 動 作 状 態 を 維 持 す る よ う に 動 作 す る 。 そ の 結 果 、 医 師 等 は 、 光
源 装 置 に 異 常 が あ っ て も 、 ラ ン プ は 点 灯 を 続 け 、 か つ 送 気 状 態 も 続 く の で 、 内 視 鏡 も 用 い
た 観 察 等 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 安 全 保 持 回 路 が 異 常 な 場 合 、 医 療 機 器 で
あ る 光 源 装 置 が 起 動 し な い 。 よ っ て 、 術 者 が 医 療 上 の 観 察 、 処 置 等 を 行 っ て い る と き に 、
安 全 保 持 回 路 が 動 作 し な い と い う こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範
囲 に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 分 野 の 内 視 鏡 制 御 装 置 だ け で な く 、 工 業 分 野 の 内 視 鏡 制 御 装 置 に も 適 用
可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 の 構 成 の 一 部 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 部 に 各 種 機 能 実 行 部 が 構 築 さ れ た 制 御 部 の
構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 光 源 装 置 の 構 成 の 一 部 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 部 に 各 種 機 能 実 行 部 が 構 築 さ れ た 制 御 部 ２
ａ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 安 全 保 持 回 路 が 異 常 で あ る と き は 、 CPUが 壊 れ て い な く て も 、 CPUが 起 動 し な い よ
う に し た 構 成 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ ， １ ａ 　 光 源 装 置 、 ２ ， ２ ａ 　 制 御 部 、 ３ ， ３ ａ 　 起 動 部 、 １ ２ 　 記 憶 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(10) JP 2007-175406 A 2007.7.12



フロントページの続き

(72)発明者  矢部　雄亮
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA04  DA22  GA02 
　　　　 　　  4C061 JJ11  PP12  YY02  YY14 

(11) JP 2007-175406 A 2007.7.12


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

